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表彰規程 

（趣旨） 
第１条 この規程は、一般社団法人日本実験動物技術者協会（以下、「本協会」という。）定

款（以下、「定款」という。）第５９条に基づき、本協会が定める賞及び顕彰に関し、

必要な事項を定める。 
（目的） 
第２条 本協会は、実験動物技術の発展に尽力し、貢献したと認められる個人に次条で規定

する賞及び顕彰を与えて表彰することにより、定款第３条に掲げる目的のより一

層の推進を図ることとする。 
（賞及び顕彰） 
第３条 本協会は、以下の賞及び顕彰を設けるものとする。 

（１） 研究奨励賞 
本賞は、本協会の機関誌への投稿により実験動物科学・技術の向上、発展、創意

工夫および業務の改善等への意欲を導き、当該分野において社会的にも貢献した

と認められた会員を表彰する。  
（２） 実験動物福祉奨励賞 

本賞は、実験動物及びヒトにおける福祉の充実・向上及び動物実験の適正性に

寄与する取組みを推進するために、職場における飼育環境や実験手技の改善、

実験動物福祉に関する発展的な技術開発等、実験動物福祉分野及びその関連技

術への創意工夫を行った会員を奨励し表彰する。 
（３） 実験動物技術功労賞 

本賞は、本協会の活動に対し創意工夫、業務の改善を促し、実験動物技術への

地道な支援活動を行った会員を評価し表彰する。 
（４） 一般社団法人日本実験動物技術者協会顕彰 

本賞は、本協会の目的に賛同し、実験動物技術の発展・普及並びに技術者教育

に貢献した本協会会員及び関連分野の研究者・技術者等を顕彰する。 
２ 前項に定める賞及び顕彰の選考の基準及びその方法は、別表３のとおりとする。 

（選考委員会） 
第４条 研究奨励賞及び実験動物福祉奨励賞の選考委員会の設置は、別に定めた細則にし

たがうものとする。 
（推薦手順） 
第５条 一般社団法人日本実験動物技術者協会顕彰の推薦は、別紙２の様式を用いて行う

こととする。 
（表彰する人数） 
第６条 賞及び顕彰を授与する人数は、事業年度毎に制限を設けない。 
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（表彰） 
第７条 表彰は、事業年度毎に定時社員総会において理事長が行う。 
（副賞） 
第８条 表彰者には、表彰の記念品として副賞を与えるものとする。 
（担当事務） 
第９条 表彰に関する事務は、関係する支部の協力を得て、事務局において行う。 
（表彰手順） 
第１０条 表彰状の授与は、事業年度毎に定時社員総会において理事長が行うこととする。 

２ 表彰状の授与に先立ち、各賞の選考にあたった者が定時社員総会において選考事

由の説明を行うこととする。 
（１） 研究奨励賞は研究奨励賞の選考委員長とする。 
（２） 実験動物福祉奨励賞は実験動物福祉奨励賞の選考委員長とする。 
（３） 実験動物技術功労賞は選考した支部の支部長とする。 
（４） 一般社団法人日本実験動物技術者協会顕彰は理事長とする。 
３ 表彰状および副賞の事務取扱は本部事務局が行うものとする。但し、技術功労賞に

ついては大会を主管する支部が受賞者との連絡調整と費用の負担をするものとす

る。 
４ 前項の副賞は大会主管支部に選定を依頼することができる。 

（改廃） 
第１１条 この規程の改廃は、理事会の議決による。 
（その他） 
第１２条 この規程に定めるもののほか、表彰に関し必要な事項は、理事会の議を経て別に

定める。 
附 則 
１ 本規程は平成３０年１０月７日より施行する。 
２ 研究奨励賞選考規程、実験動物技術功労賞選考規程、日本実験動物技術者協会顕彰規程

及び実験動物福祉奨励賞選考規程は、平成３０年１０月６日に廃止する。 
３ 表彰に関する申し合わせを廃止し、令和４年４月１９日に一部改正する。 
４ 各賞の目的についての追記ならびに別表３の資格の記載等を整理し、令和５年６月 

２２日に改正する。  
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別表３ 賞・顕彰の表彰条件及び選考方法 

賞・顕彰の種類 資 格 選考方法 

研究奨励賞 
前事業年度中に機関誌「実験動物技術」に発表され
た原著論文及び短報の筆頭著者で、3 年以上会員歴
を有する個人会員 

研究奨励賞選考委員会
で選考する。 

実験動物福祉奨
励賞 

前事業年度中に開催された全国総会の一般演題発表
を行った個人会員 

実験動物福祉奨励賞選
考委員会で選考する。 

実験動物技術功
労賞 全国総会の開催を主管する支部が推薦した個人会員 

表彰予定の全国総会の
開催を主管する支部で
選考する。 

一般社団法人日
本実験動物技術
者協会顕彰 

1 名以上の理事に推薦された、協会の目的に賛同し
た個人 理事会で選考する。 
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